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Fig 1 Location of study site 
.:雨量を誇i喰
















内杉努-3 :流域}認識11.Oha，標高550-790mo19年生のスギ人工林。 1971年捕まえ， 19721!ミ
と1973年に曾起し， 1972-79年の毎年下刈り， 1984年に除伐， 1985年に校打ち
といった保育作業が符われた。尾根付近に約 1haの落葉広葉樹林を合む。
r)~杉谷-4 流域部積2.3ha，標高555-770m 0 19年生のスギ人工林。向上。
内杉答-5 流域商議2.1ha， 1~~高580-770mo 20年生スギ人工林。 1970年植栽，1971-74i手
の幼;年寄起し， 1971-79年の毎年下.刈り， 19831fまに除伐， 19841f三枝打ちといっ
た保育作業が行われた。
カツラ谷:流域if積1.3ha，標高690-800mo15-19年生のスギ人工林。 1971年植栽， 1972-




毎年営起しおよび下刈り， 1961年除伐， 1965年校打ちo r:t・ 1'"'弱者1¥に謀議広:葉樹が
かなり入っている。
上谷:流域ITIí右~t529ha，主主，~;lî630-825 m 0 k{~28ha の 8 -58年生人工林(スギ主体， J乏治谷作業
所付近)と約23haの落葉広策樹林(1968-76年伐)，約428haの天然部葉広梁樹林など
からなる。
















(以下， NH4 +)は住友化学ガスクロマトグラフ，硝酸態窓潔(N03 )・硫酸イオン (SO/…)・
晦議イオン (CI…)はお津イオンクロマトグラフ，会リンは住友化学:社製 P-2000，ナトリウム






IIlJ で:大きな迷いはみられず 3 地点の平均f]f:l ニ七標準紛~i授は， pHは4.77土0.45，EC は20.52土
14.29 jiS/仁会議索は0.27土0.12mg/e，有機態態議は0.18土0.09叩g/e， N03ー は0.004:1 
0.003mcq/ e， NIし+は0.003土0.004mcq/e， CI-は0.063ごと0.086m巴q/e， S042ー は0.029土
0.018mcq/ e， Ca2+は0.007土0.006mcq/e， Ml十は0.011土0.014meq/e， K+は0.006こと
0.006mcq/ e， Na 
集水域f初毎司び;の渓流y水1<.1股j段史削!皮史は，後述した内杉谷-5で他よりやや高かった他は顕著な迷いはみられ
ず，全集水域の平均値土様準偏差は， pH は6.78土0.29，EC は39.73土9.65μS/仁会議議は
0.25土0.10mg/e，有機態議は0.17:10.07昭/e， N03ー は0.005士0.005mcq/e， NH4 + は0.001
63 
土0.003mcq/e， Cl-は0.149土0.026mcq/e， solー は0.076:l O. 048mcq/ e， Ca2十は0.069土







i浄水， ?:渠i流水共にほぼ2/3を布機態が占め，残りの 1/3税}立は N03 ， NH4十はどちらにもほ






濃度がそれぞれ 1 1， 1 : 1.43である破線を訴す。:議紫に関しては流出水濃度は閤ヰ11 : 1.43 
の直線の下部に分布するものが多くみられ，濃縮療を;id'J.益した降水濃度を下問ることが多いこと
がわかる。…方， S042-， Ml十， Na十などのミネラル類は 1: 1.43の車線の上告1¥に多く分布し，
流出水濃度が濃縮された降水機!立をも上期っていることが訴される。








降水では pH，EC， Ca2¥ 会リン，会議議，N03 ， NH4 +，有機態議議などが年1l1Jを通じてほ
ぼ…定の濃度をおした。 i際水中の Cl-，Ml¥iく¥Na+，sol…は11-12月に 3-5俄税J文忽
激に上昇ーした。一方，設流水では K十と Cl…J)、外の物質濃度は年j習を通じてほぼ一定であり，







月の上昇.は切らかであるが， 12月は Na+は10月とi持続!支にもどり， Cl-も頭打ちをみせた。これ
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阪J-2 降水と渓流水iA長伎の関係
Fig 2 The relations of concentrarions be tween precipitation and run.off water 
十:内杉谷一 5 銭納は降水被俊，縦紬は渓流水淡j史。
・:その他の集水域 The horizontal axis shows thc concen‘ 
+ : Naisugitani -5 tr品tionof precipitation. the vertical 
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Fig 3 The concentration flucturations over time 
平均イ点と機準術主主
The average and standard devialion 
a - d : 1浄水 a - d precipitation 













これらの集水域ではsolーと Ca2十・ Mi+濃度が内杉谷-3より 4，4より 5と上昇してい
66 
た。図一 2-bからもわかるように，内j多特-5のsol一般!立は0.190こと0.043rneq/eで， l'むの
集水域 (0.028ゴニ0.005-0.109土0.027rneq/e )より向く，この迷いは布]訟であった (p<0.05)。
内杉谷一 5では， pH (7.06土0.35)や巴C (61.78土9.58μs/e )， Ca2十(0.179土O.044rneq/ e ). 
Ml+ (0.251ま0.069rneq/e ) もf也の流j或の pH (6.39土0.19-6.98土o. 30)， EC ( 30 . 16こと1.45










さらに，議紫濃度について， 1'f~!:I".の影響を樹種と樹齢の 2 協子を組み合わせて集水域11):に考察
した。今回の実験では以下のような組合せで比較可能である。
i可樹種(ス平)で具齢:タロガ荘一 2(4年生)とサワ谷 (55年生)
内杉一 3(]叩9年生)と夕ロガ谷一 1 (3お5~年年E生i色幻ミ汁) 
米然林と人]工林:カツラ谷(スギ)とi内1勾ヨ吋キ杉多一 2 (ヲ夫ミ然
夕ロガ谷一 1(スギ)とi内j勾i付ヨ4杉多一 1(天然林)
しかし，金銭紫にi渇しては， I可舗で異齢であるタログ谷-2 (0.21こと0.07mg/e )とサワ谷(0.18
土0.05mg/e )，内杉-3 (0.26土0.06mg/e )とタロ刀、谷-1 (0.34こと0.09mg/e )でも，樹犠の
異なるカツラ谷 (0.36土0.06mg/e )と内杉存-2 (0.24ニヒ0.11日Ig/e )， タロガ幸子-1と内杉谷
一1(0.20土0.07mg/e )の拘にもほとんど迷いがみられなかった。誌瀬ら(11)は，ヒノキの








②蒸発散を考臨した流出水濃度は，議議に関しては降水濃度より低く， so/…ゃ Ca2十・ Ml+
といったミネラル類は降水濃度よりil弱かった。
① このことから，窓紫成分は森林を通過する過税で植物により吸収されていること， ミネラル
類 (S042-. Ca2+・Mg2+. Na+)は土壊からi容脱していることが示l俊された。
@ 冬期に降水中の Na+. CI-i濃度が上昇し，北部季節風の影響と考えられた。
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Resume 
Chemistry of precipitation and run.off water was studied in Kyoto University Forest of Ashiu. 
The eff己ctsof industrial pollution is negligible in this area. The mineral conc己ntrationsof run. 
off water w巴rehigher than precipitation， itsuggests that they are concetrated by巴vapotranspira.
tion and leached from soil. Theむol1centrationof l1itrogen in run.off water were lower than 
pr日cipitatiol1.it is thought that nitrogen was taken by trむesand adsorbed to soil. 
68 
At the adjacent watersheds， itdifferernts significantly b巴tweenthe concentrations of mineral. 
Nitrogen and phosphorus concentrations do not different between the watersheds. 
